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「⾃りつした学習者」の育成に向けた
⼩学校理科の授業改善

⼩学校理科実践研究の動向と展望を通して 



個別最適な学びと
協働的な学び

事前に送付いただいた
学習指導案から



橋本先⽣の学習指導案から

3 HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

6年理科「ものが燃えるしくみ」

【概念的理解】
全国学調
調査問題作成の枠組み
「知識」
事実的な知識を既有の知識と
関係付けたり活⽤したりする中
で概念的に理解しているかどうか
をみる



学習指導要領実施状況調査結果から
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習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直す

「燃焼の仕組み」［E6RC130］は、植物体が燃えるときには、空気中の酸素が使われて⼆酸化
炭素ができるといった、習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことについて問う問題
である。本問の通過率は 32.8％であり、燃焼に関する既習の内容を⽇常⽣活に当てはめて考え
ることについては課題が⾒られる。



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」 【より妥当な結論】
≠より妥当な考え

実証性
再現性
客観性

科学的な⼿続きにより得られる

CS解説理科編
このような⼿続きを重視するために
は，主体的で対話的な学びが⽋か
せない。児童は，問題解決の活動
の中で，互いの考えを尊重しながら
話し合い，既にもっている⾃然の事
物・現象についての考えを，少しず
つ科学的なものに変容させていくの
である。



学習指導要領実施状況調査結果から
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より妥当な考えをつくりだす

「燃焼の仕組み」［E6RA120］は、燃焼の仕組みについて、より妥当な考えをつくりだすことについて
問う問題である。本問の通過率は 83.2％であり、相当数の児童ができている。

⼀⽅、「⽔溶液の性質」［E6RC220］は、⾦属が溶けた⽔溶液から溶けている物を取り出して調べ
ることを通して、実験結果を基に、より妥当な考えをつくりだすことについて問う問題である。本問の通
過率は 68.4％であるが、「⽩い粉は、電気を通さずに、塩酸に溶けた」という誤答の選択肢の反応率
は 15.8％である。このことから、考察において得られた結果だけでなく、結果を基にその解釈を記述す
ることに関しては⼗分とはいえない状況があると考えられる。

以上のことから、得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについては、相
当数の児童ができている。しかし、結果を基にその解釈を記述することには課題があると考えられる。



学習指導要領実施状況調査結果から
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より妥当な考えをつくりだす



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」

【問題に正対した結論の導出】
より妥当な結論を導くための時間の確保
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  「より妥当な考えをつくりだす」
→科学的により妥当な知を創る能⼒
「実証性」「再現性」「客観性」を満たすもの
■「問題」と「仮説」の整合性

・問題となっている事象を説明するもの
・根拠があるもの
・実証可能なもの

■「仮説」と「解決の⽅法」の整合性
・予想や仮説の真偽を確かめるもの

■「結果」と「考察」の整合性
■「考察」と「結論」の整合性
■「問題」と「結論」の整合性

⼩学校理科において育成を⽬指す問題解決の⼒

振
り
返
り･

メ
タ
認
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「より妥当な考え」
得られた結果から⾔えないことまで
⾔及していませんか︖
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全国学⼒・学習状況調査
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Ｈ３０ ４(4) 粒⼦領域（⾷塩⽔の蒸発）に関する問題
実験結果から⾔えることだけに⾔及した内容に改善し，その内容を記述できるかどうかをみる



全国学⼒・学習状況調査

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

４(4) 粒⼦領域（⾷塩⽔の蒸発）に関する問題

正答 （例）
 ⾷塩⽔の⾷塩は，蒸発しない。

20.2%
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全国学⼒・学習状況調査
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R7 ４(1) 粒⼦領域⽔について調べ、発表する（物質に関する問題）
⽔の温まり⽅について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の

⽅法が適切であったかを検討し、表現することができるかどうかをみる



平島先⽣の学習指導案から
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5年理科「電流と電磁石」

【解決の⽅法を発想する】
予想や仮説を基に，解決の⽅法を
発想する

・問題解決の⽅法→「予想や仮説」
・実験の⽅法→「解決の⽅法」



学習指導要領実施状況調査結果から
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条件制御

「植物の発芽、成⻑、結実」［E5RD120］は、植物の成⻑に必要な条件について、予想や
仮説を基に、解決の⽅法を発想することについて問う問題である。本問の通過率は 54.8％で
あり、インゲンマメの成⻑に関係する複数の要因を適切に制御しながら解決の⽅法を発想する
ことについては課題が⾒られる。



学習指導要領実施状況調査結果から
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条件制御



平島先⽣の学習指導案から
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5年理科「電流と電磁石」

【本時の場⾯】
より科学的な結論を導き出す⼒を養う



楠瀬先⽣の学習指導案から

18 HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

4年理科「ものの温度と体積」

【めあて】



「本時の⽬標」

「問題・課題」

「まとめ」

「ふりかえり」

「問題・課題」＝本時で考える内容
例︓池のメダカは何を⾷べて⽣きているのだろうか

「めあて・⽬標」＝指導案上の⽬標
    例１︓顕微鏡を正しく操作し観察しよう

 例２︓池のメダカは何を⾷べて⽣きているのか考えよう

「まとめ・結論」＝問題・課題に対する答え
例︓池のメダカは⽔中の⼩さな⽣物を⾷べて⽣きている

「ふりかえり」＝めあて・⽬標に照らし合わせて
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（再）



楠瀬先⽣の学習指導案から
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4年理科「ものの温度と体積」

【単元の評価規準と本時の⽬標との関連】
「それを確かめる実験⽅法を表現…」



楠瀬先⽣の学習指導案から
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4年理科「ものの温度と体積」

【技能（記録）の評価場⾯】
4/10ではどうか



内野先⽣の学習指導案から
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3年理科「電気で明かりをつけよう」

【単元配列】
磁⽯→電気
・東書︓物→電気→磁⽯
・啓林︓電気→磁⽯→物
・⼤⽇︓電気→磁⽯→物
・学図︓電気→磁⽯→物
・教出︓物→電気→磁⽯

■⾦属観
電気（⾦属）
磁⽯（鉄，鉄以外）
物（鉄，アルミ，銅…）
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概念ベースの内容の整理の萌芽



全国学⼒・学習状況調査結果から
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金属観



内野先⽣の学習指導案から
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3年理科「電気で明かりをつけよう」

【「思いや願いを実現する」と
「科学的に解決する」との関係】

【グループに分かれての実験】



個別最適な学び
協働的な学び

⾃⽴（⾃律）した
学習の機会の保障

全ての⼦供の可能性を引き出す授業
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